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令和７年度 全国学力・学習状況調査  本校の調査結果概要  

４月１７日（木）に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果をお知らせします。この調査は、毎年小

学校６年生と中学３年生を対象に行われています。全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析

し、子どもへの教育指導の充実や学習状況の改善に役立てることを目的としています。 

 

１ 国語・算数・理科の正答率について 

  全国との比較（◎全国平均を上回る  ○ほぼ全国平均  △全国平均を下回る） 

教科  平均正答率  領域別  

国語  

６２ 

〇 

全国 66.8 静岡県 66 

言葉の特徴 

や使い方  

情報の 

扱い方  

我が国の言語文化 

に関する事項 

話すこと 

聞くこと 
書くこと 読むこと 

△ ◎ △ ◎ △ △ 

算数  

53 

△ 

全国 5８ 静岡県 5７ 

数と計算  図形  測定  変化と関係 データの活用 

△ △ 〇 〇 △ 

理科  

４５ 

△ 

全国 57.1 静岡県 55 

エネルギー 粒子  生命  地球 

△ △ △ △ 

 

２ 学力問題調査結果に見られた本校児童の特徴（○良い表れ △課題） 

  (1) 国語  

○ 「話すこと・聞くこと」の問題の正答率が高いです。 

     →聞く目的に沿って話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら自分の考えをまとめることができていま

す。 

△ 「読むこと」の問題の正答率が低いです。 

     → 資料の内容や話合いの様子の流れ、資料と資料の結び付きなどを視覚的に捉える力をつけていきます。 

 (2) 算数  

○ 「変化と関係」の問題の正答率が高いです。 

    → 伴って変わる二つの量など学習したことを生活経験と結び付けて考えることができています。 

△ 「図形」の問題の正答率が低いです。 

→ 面積の求め方について、式だけでなく言葉を用いて説明する力を養っていきます。 

 (3) 理科 

     〇「地球」の問題の正答率が比較的高いです。 

     →予想や仮説を基に、条件を制御した実験の方法を発案することができています。 

     △「生命」の問題の正答率が低いです。 

     →顕微鏡の操作方法を丁寧に確認したり、様々な状態を想定して実際に操作したりする活動を設

けます。 



３ 児童質問紙に見られた本校児童の特徴 

  「当てはまる」と回答している児童の割合が高い質問  

〇人が困っているときは、進んで助けますか。 

〇自分と違う意見について考えることは楽しいと思いますか。 

〇将来の夢や目標をもっていますか。 

〇国語、算数、理科の授業は好きですか。 

→子どもたちは、学習に対して前向きな気持ちをもっています。学校目標「気づき 考え 挑戦する子」

に向かって、粘り強く取り組み、仲間と共に成長する姿を伸ばしていきます。 

 

４ 全国的にみて課題があるとみられる問題   

（１）国語  

 読む  

☆複数の資料を結び付けたり、文章と図表などを結び付けたりしながら必要な情報を明確にして  

読む力をつけたい。 

情報を整理したり、再構成したりして読むための視点（例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２) 算数（正答率 本校２８．６％ 全国３７．０％） 

   図形  

基本図形に分割することができる図形の面積の求め方を、式や言葉を用いて記述できるかどうか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）理科  

   生命  

   ☆考えたことを科学的な言葉を使用して表現する活動を充実させたい。 

   ☆差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目し、問題を見出す力を育てたい。 

 

参考  国立教育政策研究所ホームページより 

 図形の面積の求め方を言葉の式で記述することはできて

いるが、必要な長さを見出して式や言葉を用いて記述する

ことができていない。 

 そのため、基本図形に分割するなど、既習の図形をつくり

ながら、式や言葉を用いて表し、説明できるようにしていく。 


